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三
豊
支
部
新
年
会
開
催

民
主
的
教
育
の
実
現
を

目
指
し
て
！

一
月
十
四
日
に
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
を
招
い
て
の
新
年
会
が

開
催
さ
れ
、
署
名
提
出
（
三

豊
市
・
観
音
寺
市
）
や
教
育

の
諸
問
題
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

〔大谷所長補佐（左）〕 〔香教組三豊支部〕

香
教
組
「
署
名
・
カ
ン
パ
」
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

声
を
県
へ
届
け
ま
す
！

多忙化解消・給与保障をせよ！
学習状況調査・過去問実施をやめよ！ （組合）
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三豊支部が西部教育事務所へ要求書提出

教職員の勤務条件を改善するために、下記のとおり要求します。

記

１、教職員の生活に見合った賃金を保障すること。
２、小中の３０人以下学級を早期に実現すること。
３、教育困難校加配をさらに拡充すること。
４、勤務評定をやめ、成績主義賃金を廃止すること。
５、全児童・生徒対象の「学習状況調査」を今後実施しないこ
と。「全国学力テスト」を実施しないよう文科省に申し入れ
ること。

６、勤務時間を守るよう適切な指導を講じること。また、代休
やわりふりについては実質とれるように指導すること。

７、小学校の記録会、中学校の部活などの適正化を図ること。
８、教職員の信頼の厚い民主的な人を管理職として登用するこ
と。そして、管理職の人権意識を高めるよう指導すること。

９、教育事務所訪問を止めること。少なくとも授業参観及び指
導は、希望者のみにすること。

１０、管理職が多忙化を解消し教職員の健康管理に配慮するよ
うに指導すること。

１１、その他

十
二
月
二
十
六
日
、
香
教
組
三
豊
支
部
（
高
嶋
正
三
支
部
長
）
は
、
県
教
委

西
部
教
育
事
務
所
（
末
澤
康
彦
所
長
）
に
、
教
職
員
の
勤
務
条
件
改
善
と
多
忙

化
解
消
の
た
め
の
要
求
行
動
を
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

至
上
主
義
や
序
列
化
に
加
速
す
る

の
で
は
な
く
、
生
徒
の
本
質
的
な

学
力
に
目
を
向
け
、
普
段
の
授
業

や
生
徒
の
学
習
態
度
を
大
切
に
考

え
地
道
に
教
育
活
動
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。（
過
去
の
失
敗
を
教
訓
に
）

《
勤
務
の
適
正
に
つ
い
て
》

勤
務
時
間
を
守
る
よ
う
適
切
な

指
導
を
講
じ
る
こ
と
！

組
合

小
中
学
校
で
部
活
動
指

導
が
長
時
間
勤
務
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
長
野
県
教
委
で
は
、
「
平
日

に
一
日
、
土
日
に
一
日
の
休
養
日

を
設
定
す
る
。
」
等
の
改
善
策
を
示

し
た
よ
う
だ
。
香
教
組
で
も
改
善

策
を
提
案
し
た
。
県
教
委
も
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

《
民
主
的
な
管
理
職
を
》

組
合

民
主
的
な
管
理
職
登
用

を
お
願
い
し
た
い
。

《
学
校
訪
問
に
つ
い
て
》

職
場
の
多
忙
化
を
解
消
す
る
た

め
に
学
校
訪
問
を
す
べ
て
の
学
校

で
半
日
日
程
に
す
る
な
ど
簡
素
化

す
る
こ
と
！

組
合

授
業
参
観
や
指
導
は
希

望
者
だ
け
に
す
る
こ
と
。
教
科
は

指
定
し
な
い
こ
と
。
中
堅
以
上
の

教
員
は
（
授
業
参
観
等
を
）
軽
減

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

組
合

公
簿
以
外
の
書
類
（
週

案
・
教
材
研
究
ノ
ー
ト
等
）
の
提

出
を
求
め
な
い
こ
と
。

組
合

学
校
訪
問
の
授
業
な
ど

の
評
価
を
、
勤
勉
手
当
に
リ
ン
ク

さ
せ
な
い
こ
と
。

《
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て
》

教
職
員
の
健
康
を
守
る
た
め
、

勤
務
時
間
を
守
り
、
多
忙
化
を
解

消
す
る
こ
と
！

組
合

最
近
、
勤
務
時
間
の
長

い
学
校
が
増
え
て
い
る
。
特
に
、

若
い
先
生
方
の
健
康
が
気
に
な
る
。

会
で
も

人
学
級
の
国
へ
の
要
望

35

書
が
通
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
加

配
も
有
難
い
が
、
根
本
的
に
「
教

職
員
定
数
」
の
改
善
を
国
に
訴
え

て
欲
し
い
。

《
加
配
の
拡
充
に
つ
い
て
》

組
合

小
学
校
で
も
教
育
困
難
な

状
況
が
増
え
て
い
る
。
小
中
学
校

に
お
い
て
、
教
育
困
難
校
加
配
を

更
に
拡
充
し
て
欲
し
い
。

《
成
績
主
義
賃
金
廃
止
を
》

組
合

教
育
活
動
は
チ
ー
ム
で
す

る
も
の
。
か
え
っ
て
職
員
間
の
同

僚
性
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
成
績
主

義
賃
金
制
は
や
め
て
欲
し
い
。

《
学
力
テ
ス
ト
等
廃
止
を
》

管
理
職
が
過
去
の
問
題(

過
去

問)

を
配
布
し
て
練
習
さ
せ
て
い
る

学
校
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

組
合

今
年
、
あ
る
中
学
校
で

学
習
状
況
調
査
前
に
過
去
問
題
を

や
ら
せ
た
。
過
去
問
題
を
解
か
せ

る
こ
と
で
点
数
至
上
主
義
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
。
学
校
は
競
争

《
給
与
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
》

安
心
し
て
教
育
活
動
に
専
念
で
き

る
よ
う
な
給
与
を
保
障
す
る
こ
と
！

組
合

香
川
県
の
教
員
の
給
与
額
は
、

年
程
前
に
大
幅
に
減
ら
さ
れ
た
。
今
、

15
年
経
過
し
て
や
っ
と
元
の
給
与
額
に
戻

15っ
た
状
況
で
あ
る
。
こ
の
間
、
教
員
の
勤

務
時
間
は
長
く
な
る
一
方
で
実
質
賃
金
は

下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
（
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
）
で
は
、
次
の
若
い
世
代
が

希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
教
育
・
生
活
が

で
き
な
い
。
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
な
給

文
科
省
の
通
達
で
は
、「
（
多
忙
化
解
消

は
）
正
確
な
実
態
把
握
か
ら
始
ま
り
、

適
正
な
策
を
講
じ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

家
庭
と
職
場
の
両
立
が
で
き
る
職
場
を

実
現
す
る
た
め
、
業
務
改
善
や
多
忙
化

解
消
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。

《
そ
の
他
》

組
合

若
い
教
員
に
対
し
、
勉
強
会

な
る
参
加
へ
の
強
制
的
な
勧
誘
が
あ
り

困
っ
た
。
ま
た
、
三
中
研
の
教
科
部
会

等
で
サ
ー
ク
ル
的
な
案
内
の
チ
ラ
シ
が

配
布
さ
れ
た
。
良
い
の
か
？

組
合

出
張
の
事
務
手
続
き
が
面
倒

（
時
間
が
か
か
る
）
で
あ
る
と
い
う
声

が
あ
る
。
簡
単
に
な
ら
な
い
か
？

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
れ
ら
組
合
の
要
求
に
対
し
て
県
教

委
西
部
教
育
事
務
所
（
大
谷
所
長
補
佐
）

は
次
の
様
に
回
答
し
ま
し
た
。

所
長
補
佐

要
求
は
、
所
長
や
県
、

関
係
機
関
へ
伝
え
ま
す
。

与
額
を
保
障
し
て
欲
し
い
。

《
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
》

必
要
な
所
に
お
金
を
使
い
、
す

べ
て
の
小
中
学
校
で
三
十
人
以
下

学
級
を
実
現
す
る
こ
と
！

組
合

経
済
格
差
や
生
活
環
境
の

悪
化
に
よ
り
、
様
々
な
困
難
を
抱

え
る
子
（
発
達
障
害
を
持
つ
子
も

含
め
）
が
増
え
た
。
こ
の
よ
う
な

現
状
の
中
、

人
を
超
え
る
学
級

35

を
指
導
す
る
こ
と
や
教
科
指
導
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
県
議


